
 
IT・ビジネスアプリ導入サポート事業 

持ち帰りサービスを開始 有限会社 ぼん繁 

                           
 

コロナウイルスの影響で、大幅に売上が減少 

「コロナ禍で飲食店は必死。何もしないでいるよりか、新しい提供方法を考えていくしかない。 

すぐには売上にはつながらなくても、まずは今できることをしないと。」と話すのは、ぼん繁の本田司郎 

代表取締役。 

同社は、天満橋駅の目の前に店を構える創業 72 年の焼きそば・お好み焼き店。官公庁が近いこともあり、 

夜は宴会や会食などの利用が多く、売上の大半を占めていたが、新型コロナ感染症の影響で、売上が激減。 

2020 年の 4 月には、前年同月比 87％減になり大幅な赤字に陥った。 

  

 

テイクアウトの申込みホームページを立ち上げ、売上拡大を目指す 

そのような逆境でも、まずは持ち帰りサービスを始めたいと 2020 年の 6 月に大商の「IT・ビジネスアプリ

導入サポートデスク」に相談。同デスクのコーディネーターが訪問し、ホームページの作成とテイクアウト予

約アプリの初期設定を支援し、オンラインでのテイクアウトを開始。また、店の常連さんにも QR コード付

きのテイクアウト用チラシを配布し、テイクアウトの注文が少しずつ増えている状況。今後は、同社オリジナ

ルの「本田ソース」のネット通販も同デスクで支援する予定。 

 

24 時間いつでも買える「焼きそばセット」の自動販売機を設置したい！ 

テイクアウト以外にも、「本田ソース」を使用した持ち帰り用の焼きそばセットを自動販売機で販売すること

も予定。「時短営業で閉店間際にお越しになるお客様が多くなった。お客様をお待たせしたくないので、お店

に自動販売機を設置して、24 時間いつでも持ち帰りができるようなサービスを提供していきたい」と、コロ

ナ禍でも果敢に挑戦し続けている。（取材日：2021 年 4 月 14 日） 

 
 
 
 
 
 
 

          企業概要  

企 業 名： 有限会社 ぼん繁  

所 在 地： 大阪市中央区大手前 1-6-7  

設 立 日： 昭和 24年 12月  

業 種： 飲食店  

Webサイト： https://hondasource.page/bonshige0523  

 
 

ぼん繁 本田司郎代表取締役とご夫人 焼きそば、お好み焼き、同社オリジナルの本田ソース 
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